
f o c a l  p o i n tねらい

　頭痛は第一線の診療において最も多い疾患の
1つで，きわめて重要なものであることは周知
の事実である．風邪に伴った頭痛で来院する患
者もいる一方で，死に直結する頭痛もある．そ
して重要なのはこの少子高齢化社会での働き
手，未来の働き手あるいは子育て世代が困って
いる片頭痛をはじめとする一次性頭痛，しかも
慢性・難治化した頭痛に困って，困り果てて来
院するのが頭痛患者，特に片頭痛患者である．
たかが頭痛されど頭痛，という古くからの表現
はまさにこれを表すものと感じ取ることができ
るのである．
　本特集では，まず疾病としての頭痛の診療ガ
イドライン，そしてこれからの診療のみなら
ず，医学全体の方向付けを行うであろう AIに
よる診断，オンライン診療と，頭痛診療の DX

化について述べていただいた．次には症例を提
示しながら各種の一次性頭痛や，近年問題と
なっている薬剤の使用過多による頭痛（MOH），
そして二次性頭痛の中でも，実際には頻度が高
いにもかかわらず診断・治療が難しい，可逆性
脳血管攣縮症候群（RCVS）・下垂体卒中につい
て解説していただいた．
　1990年代の後半に多くの先進国で認可され
た急性期治療薬であるトリプタンは片頭痛患者
に多くの福音をもたらしたが，時には有効でな
かったり，副作用がみられたりして投与できな
い場合もあることが次第に明らかにされてき
た．また，片頭痛の予防薬としてカルシウム代
謝拮抗薬が開発され，各種の薬剤が適応を拡
げ，あるいは適応外で投薬されてきたが，その

効果は限定的であった．
　片頭痛の病態生理の中心となるものの 1つが
カルシトニン遺伝子関連ペプチド（CGRP）であ
ることが知られ，すでにわが国でも 3種の抗
CGRP関連薬が発売されている．これらにつき
客観的な評価と各剤の特徴からみた投与の方針
について述べていただいた．さらに新たな片頭
痛急性期治療薬としてのラスミジタン，経口薬
である CGRP受容体拮抗薬の特徴と治験の進
行について解説していただいた．
　片頭痛の治療には古くから漢方薬が投与され
てきたが，その使用法について症例から学ぶ項
目，そしてそもそも片頭痛発作を誘発しない，
発作を軽減するための人間工学的アプローチに
ついて述べていただいた．片頭痛に対する
ニューロモデュレーション治療も恐らく近いう
ちに保険適用がおりることから，これについて
も言及していただいた．
　これらの最新情報に加えて本特集では，神経
関連科だけでは解決できない頭痛診療における
コンサルテーションのタイミングなどを解説い
ただくことで，一般臨床医の方々の頭痛診療に
少しでもお役に立てればと思っている．
　本特集は，新たなステージに入った頭痛診療
の最新情報とトピックスを一般臨床医にわかり
やすくお伝えすることを目的に企画した．他の
多くの特集はいわゆる大御所が解説することを
売りにしているが，本特集ではその分野の最も
得意な方々に直接解説をお任せしたことを特徴
としていると自負している．読者の皆様にそれ
が伝わることを期待している．
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